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地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
号
）

　

要
旨

　

本
法
律
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
地
方
交
付
税
総
額
の
特
例

　
　

平
成
三
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
同
年
度
分
の
地
方
交
付
税
交
付
金
の
交

　

付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
等

　

に
伴
い
、
同
特
別
会
計
に
お
け
る
借
入
金
償
還
額
を
二
千
二
百
三
十
億
三

　

千
八
百
万
円
縮
減
す
る
こ
と
と
す
る
（
以
上
の
措
置
に
よ
り
、
地
方
交
付

　

税
の
総
額
は
、
十
四
兆
八
千
八
百
八
十
六
億
七
千
五
百
万
円
と
な
る
。
ま

　

た
、
同
特
別
会
計
の
借
入
金
残
高
は
、
六
千
七
百
三
十
二
億
七
千
八
百
万

　

円
と
な
る
。
）
。

二
、
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
方
法
の
改
正

　

1　

雲
仙
岳
災
害
対
策
基
金
に
係
る
地
方
債
利
子
支
払
に
要
す
る
経
費
の

　
　

財
源
を
措
置
す
る
た
め
、
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で
の
各
年

　
　

度
に
限
り
「
災
害
復
興
等
の
た
め
の
地
方
債
利
子
支
払
費
」
を
設
け
る

　
　

こ
と
と
す
る
。

　

２　

地
方
負
担
の
増
加
に
伴
い
必
要
と
な
る
財
源
を
措
置
す
る
た
め
、
同

　
　

年
度
分
の
普
通
交
付
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る
単
位
費
用
の
一
部
を
改

　
　

正
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
平
成
三
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
普
通
交
付
税
の
総
額
及
び
特
別
交

　

付
税
の
総
額
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
（
以
上
の
措
置
に
よ
り
、
普

　

通
交
付
税
の
総
額
は
十
三
兆
九
千
八
百
五
十
九
億
一
千
万
円
、
特
別
交
付

　

税
の
総
額
は
九
千
二
十
七
億
六
千
五
百
万
円
と
な
る
。
）
。

　

委
員
長
報
告

　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お
け

る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
法
律
案
は
、
今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
平
成
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税

が
一
千
七
百
四
十
七
億
円
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
た
地
方
交
付
税
の
総
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
雲
仙
岳
災
害
対
策

基
金
に
係
る
地
方
債
利
子
支
払
に
要
す
る
額
及
び
廃
棄
物
処
理
施
設
の
円
滑

な
整
備
に
要
す
る
額
等
の
財
源
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
本
年
度
に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
同
特
別
会
計
借
入
金
償
還
額
を
二
千
二
百
三
十
億
円
縮
減
し
、

こ
の
額
に
つ
い
て
、
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お

い
て
償
還
す
る
こ
と
等
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
府
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
基
準

財
政
需
要
額
の
算
定
方
法
、
特
別
交
付
税
増
額
の
理
由
、
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
事
業
に
対
す
る
国
と
地
方
の
負
担
区
分
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
諫
山
委
員
よ
り
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



　
討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
四
号
）

　
要
旨

　
本
法
律
案
は
、
育
児
休
業
制
度
の
普
及
が
進
み
つ
つ
あ
る
情
勢
等
に
か
ん

が
み
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
、
そ
の
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た

め
、
育
児
休
業
制
度
及
び
部
分
休
業
制
度
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
職
員
（
非
常
勤
職
員
等
を
除
く
。
）
は
、
任
命
権
者
の
承
認
を
受
け
、

　
そ
の
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
、
当
該
子
が
一
歳
に
達
す
る

　
日
ま
で
育
児
休
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
任
命
権
者
は
、
当
該
職
員
の
業

　
務
を
処
理
す
る
た
め
の
措
置
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ

　
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
は
、
職
を
保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し

　
な
い
。
育
児
休
業
期
間
中
は
給
与
を
支
給
し
な
い
。

三
、
任
命
権
者
は
、
職
員
の
配
置
換
え
等
の
方
法
に
よ
っ
て
育
児
休
業
を
請

　
求
し
た
職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

　
は
、
臨
時
的
任
用
を
行
う
も
の
と
す
る
。

四
、
育
児
休
業
を
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
に
お
け
る
取
扱
い

　
を
基
準
と
し
て
、
職
場
に
復
帰
し
た
場
合
の
給
与
及
び
退
職
し
た
場
合
の

　
退
職
手
当
の
取
扱
い
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、
任
命
権
者
は
、
職
員
（
非
常
勤
職
員
等
を
除
く
。
）
が
請
求
し
た
場

　
合
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
条
例
の
定
め
る
と

　
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た
め
一
日
の
勤
務

　
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
（
以
下
「
部
分
休
業
」
と
い

　
う
。
）
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
条
例
の
定
め
る
と
こ

　
ろ
に
よ
り
、
減
額
し
て
給
与
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

六
、
職
員
は
、
育
児
休
業
又
は
部
分
休
業
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取
扱

　
い
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

七
、
当
分
の
間
、
女
子
教
育
職
員
等
に
対
し
て
は
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ

　
に
よ
り
、
育
児
休
業
期
間
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
給
を
支
給
す
る
も
の
と

　
す
る
。

八
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
に
お
け

る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
育
児
休
業
制
度
の
普
及
が
進
み
つ
つ
あ
る
情
勢
等
に
か
ん

が
み
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
、
そ
の
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
た



め
、
育
児
休
業
制
度
及
び
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い

こ
と
を
内
容
と
す
る
部
分
休
業
制
度
を
設
け
る
こ
と
等
を
主
な
内
容
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
府
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
育
児

休
業
期
間
中
の
無
給
、
育
児
休
業
の
承
認
制
度
、
看
護
婦
等
既
存
の
休
業
制

度
の
運
用
状
況
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
を
終
局
し
、
日
本
共
産
党
の
諫
山
委
員
よ
り
、
育
児
休
業
給
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
趣
旨
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
修
正
案
は
、
予
算
を
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
の

で
、
内
閣
の
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
塩
川
自
治
大
臣
よ
り
、
政
府

と
し
て
は
反
対
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
、
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
、

本
法
律
案
は
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
育
児
休
業
期
間
中
の
経
済
的
援
助
等
に
関
す

る
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




